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はじめに 

沖縄島を中心とする 日本の亜熱帯植生 成 では，農地開発・ 土地造成にともなう 自然環境の破壊 

が著しい。 とくに深層にいたる 赤 黄色風化を 5 けた沖縄島北部の 丘陵地では，強度の 土地改変が 

契機となって ，大量の土砂流出がひきおこされている。 台風・梅雨，秋雨前線の 南下による多量 

の降雨 ( 名護測候所 1976) は，改変 地 において地質学的規準をはるか。 こ 超えた加速的侵食をひ 

きおこすとともに ，流域系をつ 5 じて土砂の下流域への 堆積をもたら L, ている ( 名護市工 977, 

門村他 1978) 。 

こうした土地改変に よ る土地自然の 変貌は ， ・当然のことながら 植生にも少なからぬ 影響を与え 

ていると考えられるが ，それを調査した 事例 ( たとえば 新納 1975) はわずかであ る。 とくに土砂 

流出を考える 5 えでの原単位となる 流域を調査対象とした 事例は皆無といってよい。 そこで本論 
では，沖縄島北部丘陵地の 小流域を調査対象として ，植生破壊をひきおこした 要因と植生の 現状 

について報告する。 

1.  調査流域と調査方法 

1. 調査流域の設定 

対象流域として ，沖縄島で最も 土砂流出の著しい 流域のひとつであ る名護市尾部川流域が ゃぶ 選定 

された (Abb. け 。 この流域は， STRAHLER (l952) の次数区分で 7 次流域になるが ，詳細な植 

主 調査をするために ，さらに 5 次流域 ( " 為又流 。 -,. - 。 )-  ， 3 頭 ち が具体的な調査流域として 設定された (Abb   
2¥ 。 尾部川流域の 西部は主として 固結堆積物，東部は 末固結堆積物からなるが ， 為又 流域はその 

境界 帯 に位置し，尾部川流域全域を 考える 5 えでも指標性が 高いと考えられる。 

2. 調査方法 

調査はつぎのような 方法でおこなわれた。 

1) 植生破壊の背景であ る流域の土地利用変化と 土地改変の状況を 検討する。 

2) 調査流域において 植物社会学的植生調査 CBRAuN-BLANQuET l96 のを実施し，現存 植 

生 図を作成する。 

3) 現存植生 国 と地形分類図を 比較すること。 こより流域の 植生破壊の特徴を 検討するととも 

に ，土地改変。 こ よる自然潜在力の 低下についても 考察を加える。 
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11.  土地利用の変化と 植生破壊 

屋部川流域で 大量の土砂流出をもたらす 開発のはじまったのは ， 1960 年代前期以降といわれ 

る 。 機械力。 こよ るパイソ畑の 開墾が可能となって 以来，急速に 農業開発が丘陵地ですすめられる 

に至った。 

Tab ， 1. Veranderung der Landwirtschaftichen¨utzung in Bimata ， Sied Ⅰ   ngsgebit 
@@   der@ Nahe@ des@ untersuchten@ Wassereinzugsgebi   tes 

Jahr   1964    Ⅰ 971   1975 

Reisfelder 16@   8@   o   

60   
34   26 

Obstgarten@ (meist 
Ananaskulturen) 24 

  
58 

  
74 

Summe@des@genutzten@Agrarlandes@(ha)     47.3   68.4   69. Ⅰ 

Tab. l は 為又区 ( 為又 流域のひろがり ルこ 近い集落単位 ) 。 こお げる農地の推移を 示したもので 

あ る。 耕地面積の急速な 増加 は ， 樹 園地 ( 主として " イン 畑 ) の拡大によるものであ る。 また， 

逆に，水田面積は 急激な減少を 示している。 これは，丘陵地の 土地造成により 土砂流出が低地に 

及び，結果的に 水田利用が困難になったことに 加え，盤上 によ り積極的にサトウキビ 畑への転作 
をはかったことによる。 

また 1972 年の本土復帰と 前後して，都市的開発の 波が尾部川流域にも 及ぶ よう p こ なり， 1975 

年を中心として 公共施設や宅地の 造成があ いついではじめられた。 なかでも， 為又 流域における 

県 農業試験場の 造成は 25ha に達し，尾部川流域では 最大規模のものであ る。 土地造成は，丘陵 

地の尾根部を 削り 谷 部に 5 ずめるとい 5 手法がとられたために ，大量の土砂流出が 発生した。 門 
村他 (1978) によれば，全削剥量は 100,000m87km2.yr のオーダ一にも 及び，侵食の 速さほ，自 
然地域に比して 10 ，～ 10 。 倍 ，大規模農地や 一般の人工改変 地 に比しても 10 、 ～ 102 倍に達したと 

推定されている。 この造成地では ，現在も土壌侵食が 続いており，流域環境保全上大きな 問題を 
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残している。 

為又 流域の土地利用変化の 特徴は， Abb. 3 の A.B にもあ らわれている。 A は米軍作成の 2 万 

5 千分の 1 地形図から推定した 1949 年の土地利用であ る。 丘陵地の大部分を 山林が占め， 低地 

に 水田がみられるほかは ，集落地の周辺に 畑地が分布するのみであ る。 

これに対し， 1975 年の土地利用では ，流域北部および 西部の工部に 山林を残すほかは ，丘陵地 

の ひろい部分が ，パイン畑や 造成現場に変化している。 また， B の土地利用図では ，本土復帰や 

沖縄海洋 博 と前後する土地買占めの 影響を 5 けたとみられる 荒蕪 地 ( 主としてパイン 畑の放棄 

地 ) もみられる。 

こ 5 した土地利用の 大規模な変化は ，植生の大規模な 破壊をもたらした。 ひとつは，現存植生 

の 破壊であ る。 かつて流域にひろがっていた 森林植生は極度に 減少した。 またひとつは ，植生を 

ささえる立地の 自然潜在力の 破壊であ る。 パイン畑の開墾は ，造成時に表土を 剥ぎ取ることに ょ 

って自然潜在力を 低下せしめている。 また， 5 ～ 7 年毎の更新時には ，さらに表土を 削り取るこ 

とによって自然潜在力をいっそう 低下せしめている。 公共施設施造成の 場合は，地形そのものを 

大規模に改変したた 瑚こ ，自然潜在力の 低下はとくに 著しいものと 予想される。 低地は逆に土砂 

の 堆積を受 け ，湿地の遊水能力が 低下している。 

I11. 調査流域の現存植生 

1. 植生調査結果 

植生破壊の現状を 詳細に検討するために 植生調査がおこなわれた。 調査 は ， 1978 年の 2 月， 5 

月 ， 7.8 月， 11 月に実施した。 

植生調査の結果は ，森林植生と 草本植生にわ け 群落区分表にまとめた (Tab. 2, Tab. 3) 。 そ 

の 概要をのべると 次の よう であ る。 

1) 森林植生 

森林植生は ， 4 つの群落に区分され ，さらに 2 つの群落 は それぞれ 2 つの下位群落 ゲこ 区分され 

た (Tab. 2 別表 ) 。 

(  Ⅰ )  、 ズ スギ 一 リュウキュウマツ 群落 

ム蜂 0 蛇 。 あ は佛 cern 及磁   r 笏 ・ P 劫穏 1u4c んぴ ㎝・ @,S,Gesellschaft 

パイン放棄後の 荒蕪 地 にみられる群落であ り，放棄後 3 ～ 6 年を経て成立している。 この群落 

には，畑地雑草群落 や ススキ草地の 構成 種 が多く含まれ ，また群落 高も 1.5m から 3m と低い。 

したがって，この 群落 は ，二次遷移の 初期の段階にあ り，安定した 森林群落に移行する ヶこは 長時 

間を要すると 考えられる。 

(2)  テンニンカーリ ， ウキ ，ウマ ッ 群落 

五ん 0 は 0 けり rtu   岱 to 卸 ㎝ tfo Ⅵ・ P 肋魅 luc ん huze 後 si か Gesellschaft 

ヒサカキ ，カン コ ノキ，テン ニソカ を区分 種 とするリュウキュウマツ 林であ る。 ; ズ スギ 一リ 

ユタ キュウ マッ 群落に上 ヒ して群落 高 ， 種 数ともまさり ，森林植生として 一応の安定をみている。 

この群落は，スダジイ 林や リュウキュウアオキースダジイ 群 団の構成 種 群を含むか否かによって 

2 つの下位群落に 区分される。 典型下位群落は ，シィ林 要素を含まない 極 乾性タイプの 植公 であ 

り ，立地の潜在力に 対応した自然植生と 考えられる。 ヒメュズリハ 下位群落は，シイ 林 要素を含 

み ，放置すればスダジ ィ 林に移行すると 考えられる。 

(3)  リュウキュウアオキースダジイ 群集 

Psychotrio.Castanopsietum  sieboldii  Mjyawaki cf at.  1971 

スダジイ，イスノキ ，シマミサ オ ノキ，タイワンル り ミノキ，ギョクシンカ ，モクレイシなど   
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Photo. I. SteHh れ rneseite mit nat 廿 r@cher Wa@dvegetation (Psychotrio-Castanopsie え uum 

sieboldii)@ im@ Vordergrund@ derzeitige@ GestaltungsmaBnahmen@ mit@ jungen 
Ananaskulturen 

を区分 種 とする群落は ，リュウキュウアオキースダジイ 群団 (Psychotrio-Castanopsion  sieboId Ⅱ 

Miyawaki が㎡・ 1971) の典型群集であ るリュウ キ ， ウ アオキースダジイ 群集に相当する ( 宮脇 

1971) 。 この群集は，沖縄島では 山麓から海岸段丘にかけて 分布し，部分的には 二次林要素も 多 

くみられる ( 新納 1976) 。 本流域では，過去の 人為的かく乱のあ ったことは認められるが ，にも 

かかわらずこの 群集は自然 林 に近いものであ り，群落 高 C6 ～ 9m), 種数 (30 種前後 ) とも他の 
群落に比してバラツキが 少なく，群落としての 安定性は高いといえる。 

(4)  シマイ ズセンリヨウ 一アヵ、 ズキ群落 

Waaesa tenerd 、 W ㎝ み za れば i0 力 or れ os ㎝ 伊 Gesellschaft 
シマイ ズセ ンリョウ，コンロン ヵ ，コバノハス / ハヵ ズラ，ヵキ バヵ ンコ ノキ， ヵニクサ，ア 

力 ; ズキ等を区分 種 とする河川沿の 群落であ る。 この群落では ，湿潤亜熱帯の 森林植生の中では 

特異な，アカメガン ワ ，タラノキ，エゴ ノキ などの落葉樹が 含まれ，また ，群落 高 (4 ～ 13m), 

種数 (22 ～ 56) とも " ラツキが大きい。 これは，立地が 河川沿に位置し 常に流水によるかく 乱 

を受けていることによると 考えられる。 大群落は サ ブツバキクラス や リュウキュウアオキースダ 

ジイ 群 団の標徴種や 構成種を含み ，上級単位ではそれらに 含まれよう。 

このシマイ ズセンリ 。 ウ一 アカ，ズキ群落は ，さらに 2 つの下位群落に 区分される。 ひとつは 

人為的影響の 少ない典型下位群落であ り，またひとつは ，強い人為的影響を 受けた ツ ボタン下位 

群落であ る。 ノボタン下位群落には ，人為的影響を 反映して， りユタ キュウマツ林の 構成程が混 

入している。 

2) 草本植生 ( 雑草群落 ) 
草本植生は 4 つの群落に区分された (Tab. 3 別表 ) 。 
(1)  チゴザ サ ー " イ キビ群落 

ム ac み れ そ が obosa-Pa ぬ ㎝ 移 repe れ s.Gesellschaft 

水田放棄地の 5 ち土砂堆積の 比較的すすんでいない 湿地にみられる 群落であ り， チゴザサ，ヒ 
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メガマを区分極とする。 本 群落では，そのほかハイキ ビ が優占するが ， 種 数は 3 ～ 6 ときわめて 

少ない。 

C2)  ヒ デリコーハイキビ 群落 

タカんあ Ⅰ た め ばむ Zitto ㌃Ⅱ おチ F こ後た ㍑ 移ァゼ戸 幻灯， Gesellschaft 

ツノクサ ネム ，ギ，ウギシ ", ヒ デリコなどによって 区分される。 湿地の盛土地や 造成地にみ 

られる群落であ り， ヵヤッリバサ 科の植物が多くみられる。 出現 種 数は 16 ～ 30 と草本植生の 中 

で最も多いが ，これは群落の 立地が湿地の 盛土地であ り，湿性，乾性タイプの 植物が混在してい 

ることに由来すると 考えられる。 

(3)  メヒ シバーススキ 群落 

Dzg 訪は ㌃ⅠⅡ 4 り玉 cg 托は 9 れ $, 且 4zsc クれサんぴ S  ㎡ れピ八 ㎡ s.Gesellschaft 

ススキ，オガサワラスズメ / ヒェ ，シマスズメ / ヒェ，メヒ シバが出現し ， ヒ デリコーハイキ 

ビ 群落の区分 種 が出現しないことによって 区分される。 乾性立地で表土が 削り取られたところ @, こ 

みられ，放棄地雑草群落の 組成を呈している。 本 群落は，放置されて 3 年以上経過すると ， ズ ス 
ギ一 リ，ウキユタマッ 群落に移行すると 考えられる。 

(4  )  カタ， くさ 一オニタビラ コ 群落 

0 ヱは肱 s  co ㌃ れわひ Z は 古は・ YOo ぴ押 9 Ⅰ 佛 J ほ戸 0 れわク ・ Gesellscha 托 

カタバ，，オニタ ビラ コ 等のいわかる 畑地雑草によって 区分される。 主として低地に 分布し ， 

表土をもつ管理のゆきとどいた 畑地に多くみられる。 

2. 現存植生の分布とその 特徴 

群落区分表に 示された種の 住み分けを空間的に 追跡すること ヤこ よって植物社会学的現存植生 図 

が 作成された (Abb. 4) 。 この現存植生国と 地形分類 図 (Abb, 5) . 土地利用図 (Abb, 3) を 

比較することによって 現存植生の分布の 特徴を考察する。 

1) 土地改変と現存植生 
現存植生国と 地形分類図の 比較にょり，まず 大きな傾向をみることができる。 それは，自然 急 
斜面に リヱウ キュウアオキースダジイ 群集やテンニンカーリュウキュウマツ 群落が分布するのに 

対して，人工緩斜面にミズスギ 一 リュウキュウマツ 群落 やメヒ シバーススキ 群落が分布する 傾向 

であ る。 すなわち，現存植生の 変化は，地形の 人工改変をともなって 発生しているのであ る。 

谷に沿って分布するシマイ ズセノ リョウ 一 アカ ; ズキ群落についても ，下位群落のレベルで 同 

様の傾向が認められる。 すなわち，自然地形上には 自然性の高い 典型下位群落が ，改変地形上。 こ 

は 人為的影響を 強く受けた ツ ボタン下位群落が 分布している。 

また，かつて 水田に利用されていた 谷底低地では ，水田放棄地雑草群落であ る チゴザ サ ー " ィ 

キビ群落よりも ，畑地雑草群落であ る カタバ ; 一オ ニタ ビラ コ 群落がひろく 分布する。 これほ， 

土砂の堆積により 湿性立地がより 乾性のタイプに 変化したうえに ，さらに畑地としての 維持管理 

がおこなわれてきた 結果に よ るものと考えられる。 

谷底低地の ヒ デリコーハ イ キビ群落の場合は ，盤上が最近おこなわれたために ，立地が不安定 

であ る。 また，土砂が 自然に堆積したものでな い ために表土は 皆無といえる。 

人工平坦 地 では，最も強度な 地形の改変がおこなわれている。 この地区に多くみられる 群落 

は，メヒ シバーススキ 群落と ヒ デリコー " イ キビ群落であ るが，その分布は 地形改変と関係して 

いる。 Abb. 6 に 両 群落の分布と 切土地・ 盛 土地の分布が 示されている。 ヒ デリコーハイキビ 群 

落は，かつての 大きな谷の谷頭部周辺にみられる。 これは，地形改変が 水脈を切断するかたちで 

おこなわれ，かっ 現在では下流に 水がうまく流れないために ，この部分に 谷底低地の盛土地と 同 
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Do タ ん % ゆん ノ z% 移 fei 加用 は 竹 %ii.Un 七 erges   

4.  Psycho 七 Ⅰ io.Cas 七 an0psietum  sieb0ld Ⅱ 几 Ⅰ iyawaki ピ オク z. 1971 
5. 乃乙 d ㏄Ⅰ加乃 gr は， ℡ セれガ ぬれ イ梅ノう 「 用 0 ㏄ れ Ⅰ， GeS   

乃ホ が sasto れの c 乙れガ Ⅰ せ ぴ切， Un 七 ee 「 ges. 

6.  MM@esa               W"ndla れガ肋                                 
Typischeゞnterges   

Krau 甘 eg 「 esellschaften 

7.  Dzg れ移 わ %  Ⅰ 田 写りを 打ガ 4%s Ⅰ 砿 zsc しれ 肋ぴ ssi れ 6%S ば ・ Ges   
    0 工は hzs cor 移 ic ぴ I ク亡 ㏄ - Ⅹ 0 ぴれ・ 9i 仮 コロ カ 0 れ te 己 ・ GeS   
    Fz 肋あ rz5%Ais l 甘 fn 翔 Ⅰ 俺 ・月は竹 tc ぴ 附ハ ゆ を れ s,Ges   
      ムり e 力れ eSlo み仇 0S ク ・ 月ク れ iC ぴ 理化タせ 竹 S-GeS   
      vegetationsfreie Gebiete 

Abb 。 4.@ Karte@ der@Pflanzengesellschaften@in@ Untersuchungsgebiet@ (erstellt@ Juli@und@August@ 1978) 
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  Ⅰ 00 

， -, 四 "- 。 回 ， -, 回 
1 一 1 natU ⅡⅠ   Bergspitze 4 一 1 alluviales Hochland 

1 一 2 nat 迫て 1   steile Hangseite oder steiler HangfuB 5 一 1 allu Ⅴ     ale Erosionsbasis 

1 一 3 k 廿 nstl   Bergspitze 6 一 1 aufgeschiitteter Talgrund 

1-4 k 廿 nat.l   steile Hangseite oder steiler HangfuB 6 一 2 Talsohle der Tiefebene 

2 一 1 naturl   H 廿 gelkUPpe 6 一 3 Talsohle der Tiefebene kunsti   ve Ⅱ ande 「 七 
2 一 2 na 七 n@u ⅠⅠ   sanfte Hangseite oder HangfuB 6 一 4 FluBbett 

2 一 3 k 廿 nStI   H 廿 eelkuooe 7 一 Ⅰ durch A5tragung und Aufschuttung veranderte 
2 一 4 k 廿 nStl   sanfte Hangseite oder HangfuB Ebene 

3 一 Ⅰ n ども ti 「 l   Abgrund 7-2@ von@ Erdrutsch@ betroffene@ Gebiete 
3 一 2 k 廿 nStl   Abgrund 7 一 3 Grabenerosion 

Abb ・ 5.@ Geomorphologische@ Karte@ des@ untersuchten@Wassereinzugsgebietes@ (FUMOTO@ 1978) 
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aufgeschi@   tenes@ Land 

Abb ， 6. Verteilung zweier Krautgesellschatten in durch Abtragung 
und  Aufsch 廿 ttune  ve てゑ nde て rten  Gebieten 

質の群落が出現するに 至ったと考えられる。 それ以外の部分では ，人工緩斜面に 特徴的な メヒシ 

バーススキ群落がみられる。 

2) 土地利用と現存植生 

林地とくに自然性の 高い林地は，流域北部に 多く残されている。 り，ゥキユタ アオキースダジ 

イ群集やシマイ ズセンリ " ツーアヵ 「ズキ群落がそれにあ たる。 この林地の残存理由は ，表層 地 

質 が粘板岩や千枚岩からなり ，砂礫 層 に比して農地開発の 困難なこと， 為文 集落の簡易水道の 水 

源として重要なことにあ る。 

これに対して テソニンヵ一リ ，ゥキ，ゥマッ 群落 は ，断片的に残されているものが 多く，かな 

りの部分がパイン 畑の開墾や土地造成のために 破壊されてしまったと 思われる。 現在の分布 域 

は ，開墾の困難な 急斜面や丘 頂 ，京地形面を 残す農道の周辺に 限られている。 薪炭材の不要な 今 

日， テソニソヵ一リュ ゥキ，ウマ ッ 群落は，土地保全上重要な 役割をほたしているにもかかわら 

ず ，土地利用上の 意義を認められていない。 

パイソ畑の放棄地や 人工 崖 にほ， ミズスキーリ ， ウ キュウ マッ 群落がみられる。 この部分 P こは 

積極的な土地利用行為がおこなわれていないため ，森林植生ン こ 復元しょ 5 とする遷移が 進行して 

いる。 

パイン畑には メ ヒシ， 一 ススキ群落や 無植生地が多い。 パイン栽培にほ 表土は無用とされ ， 赤 

黄色風化を受けた 酸性 上 にも適している。 パイソの植付け 後は ，メ ヒシ， 一 ススキ群落から ; ズ 

スギ 一 リュウ キ 、 ウマ ッ 群落へ遷移を 進行しょうとする 動きが生じるが ，それを防止するために 

大量の除草剤が 使用される。 無 植生地がパイン 畑に多いのはそのためであ る。 この 無 植生地では 

土壌侵食が著しく ，土砂流出の 主要な発生源となって ，流域の環境破壊をもたらしている。 
サトウキビ畑やミカン ( タンカン ) 畑はカタバミ 一オ ニタ ビラ コ 群落の主たる 分布 域 であ る。 

施肥と除草が 繰り返され，典型的な 畑地雑草群落が 形成されている。 
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Photo ， 2.@ Abgrabungsflache@ mit@ neu@ angel   gten@ Ananaskulturen;@ im 
Hintergrund Stei@kante und Normalh6he mit RhoC て o れ ノア とんぴ s 
Ⅰ f) Ⅰ れ 6 れⅠ 0s 乙 ， R Ⅰ アアぴ S Ⅰ ぴ C ノ ㌧ ぴ援 tsr,s.Gesellschaften 

Pho 士 00. 3. Prim ミ Ir Veee 亡 aation (L ノ ecoPo 切れ後 巳 むとⅠれれ れ / れ - ア m れァ S Z ぴ Ⅰ んぴ召れ sis.Ges.) 
auf b Ⅰ aaChlieeenden Ananasfeldern 

水田放棄後の 荒蕪 地 には チゴザ サ ー "  ィ キビ群落がみられる。 この群落城 は ，土砂の堆積や 盛 

上 によって減少する 傾向にあ る。 この群落城 は ，土砂流出に 対して調整池的な 役割を有していた 

が，最近では 土砂の堆積がすすみまたサトウキビ 畑や施設用地として 利用しようとする 意向があ 

るために，土砂流出防止機能は 極度に低下している。 今後土砂流出が 続けば，さらに 下流の低地 
や河口で土砂の 堆積が急速にすすむことになろ 50 



Zerstorung@ der@ Vegetation@ in@ einem@ kleinen@ Wassereinzugsgebiet@ 479 

IV. 土地改変にともな う 自然潜在力の 変化 

表土を剥ぎ取る 農地開発や地形そのものを 大規模に改変する 土地造成は，現存植生を 破壊した 

のみでなく，植生をささえる 立地の自然潜在力を 大ぎく変化せしめている。 

丘陵地の大部分は ，土地改変がおこなわれる 以前は りュウ キュウアオキースダジイ 群集の潜在 

自然植生成であ ったと想定される。 リュウキュウマツ 群落の潜在自然植生域は 乾燥した尾根 筋 に 

限られていた。 しかし，土地改変によって 表土が剥離されてしまった 緩斜面 ( 表層剥離 赤 黄色土 

壌 域 ) では，すでにスダジイ 林をささえる 立地の自然潜在力はないといってよい。 立地の貧化に 

対応して りュウ キュウマツ群落の 潜在自然植生 成 がひろがったと 考えることができる。 

シマイ ズセ ンリ， ウ一アヵ ; ズキ群落の潜在自然植生成 も ，人工緩斜面の 周辺では土砂堆積に 

より狭められている。 自然地形においては 本来線状に連続するはずの 本 群落の分布 域も ，調査流 

域ではいたるところで 切断されている。 

低地の土砂堆積により 人為未熟土壌が 生みだされたところは ， 斬 らしい立地のタイプであ るた 

めに残存自然植生から 潜在自然植生を 推定することができない。 また，そうした 立地について 

は，代償系列を 確定することも 現段階では困難であ る。 この低地が湿地であ り水田利用がされて 

いた時点では ，沖縄各地 ( たとえば玉城地 1971, 新純也 1973) で報告されているように ，セイ 

コ ソコ シ群落の潜在自然植生成がひろがっていたと 想定される。 今後こうした 斬 らしいタイプの 

立地について 現存植生の帰属する 終局群落を推定する 試みが必要となろ う 。 

この ょう に，調査流域では ，部分的には 潜在自然植生すら 想定できないほど ，土地改変にとも 

たう自然潜在力の 変化は著しい。 こうした事実をょり 客観的に把握してゆくためには ，さらに今 

後は，土壌改変の 生物的意味を よ り深く検討してゆくことが 重要と考えられる。 

Pho ね ． 4. K 廿 nst@ich eescha は lene Talsohle mit Experimentierfarm 
de 丘 Pmfek 亡 u Ⅰ Oklnawa 

おわりに 

為ズ 流域を事例として ，土地改変にともな 5 沖縄島北部小流域の 植生破壊の要因と 現状が調査 

された。 被 改変流域の環境整備をすすめるに 際しては，そうした 調査結果にもとづく 認識を評価 
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に 展開することが 必要であ る。 植生は，流域環境を 構成するひとつの 要素であ るばかりでなく ， 

流域の生物的環境の 質を指標する 重要な因子であ る (TAKEUCHI 尻 ㎡・ 1977) 。 今後さらに事例 

的 検討を加えてゆくことが 強く望まれる。 

本調査をおこほうにあ たって常に協力をいただいた 中村誠司館長はじめ 名護市立図書館の 皆 

様 ，多くの資料提供をいただいた 琉球大学新 納義馬 教授，沖縄県庁肘木社司 氏 ，北海道大学山本 
博 氏に深く感謝したい。 また，やっかいな 現存植生国と 地形分類図の 製図をひき ぅ げていただい 

た東京都立大学 原園 育夫氏にも感謝したい。 

筆者の工人 ( 武内 ) は， 1976 年の西独滞在中，幸運にも T 廿 xen 教授のボン大学における フソ 

ボルト 賞 受賞記念講演を 拝聴する機会を 得た。 その中で教授 は ，植物社会学の 世界各地での 発展 

の 第二番目の例として 日本をあ げられたのであ った。 筆者らの研究レベルはしかし ，到底 T 廿 Xen 

教授の納得される 段階にほ達しておらず ，むしろ今後に 残された課題が 山積していると かえょ 

ぅ 。 そうした反省も 含めて 本 拙論を 80 才を迎えられた T 廿 xen 教授に謹んで 捧げたい。 

なお本研究の 1 部に昭和 52 年度文部省科学研究費 ( 代表者・渡辺良雄     課題番号 238030) を 使 
用した。 

Zusammenfassung 

In@ den@ subtropischen@ Vegetationszonen@ Japans ， wie@ den@ Okinawa@ Insein ， hat 
die@ Zerstorung@ der@ naturlichen@ Umwelt ， bedingt@ durch@ die@ Entwicklung@ der 

Landwirtschaft@ oder@ Landreform@ zugenommen ， Besonders@ im@ Huge!@land@ im@ nord ， 

lichen@ TCl@ Okinawas ， dessen@ Boden@ aus@ verwitterten@ ro Ⅰ   ichen@ und@ gd5ichen 

Erden@ bestehen ， wird@ die@ Bodenerosion ， neben@ den@ mehr@ als@ 2,500@mm/a ， die@ in 

di   ser@ Regi   n@ fal Ⅰ   n ， durch@ die@ Landentwi   k Ⅰ   ng@ bescHeuni   t ・ 

Diese@ Landentwicklung@ hat@ nicht@ nur@ die@ Landesnatur ， sondern@ auch@ die 
Vegetation@ solcher@ Wassereinzugsgebiete@ verandert@ und@ beeinfluBt ・ Daher@ mochte 

diese@ Studie@ die@ Ursache@ der@ Vegetationszerstorung aufdecken  und  die  heutige 
Situation@ der@ Vegetation@ beachten   

Um@ eine@ mehr@ ins@ Detail@ gehende@ Diskussion@ moglich@ zu@ machen ， wird@ ein 

Wassereinzugsgebiet@5@ter@ordnung ， "Bimata@Basin" ， welches@ im@"Yabu@ Flu/Sgebiet" 

7@ter@ Ordnung@ eingeschlossen@ ist ， untersucht ， (Abb ・ 1 ， 2) 

Seit@ den@ friihen@ 60@er@ Jahren@ wurden@ Ananaskulturen@ {Ananas@ comosus)@ mit 
Hilfe@ mechanischer@ MaBnahmen ， wie@ z ， B ・ Bulldozer ， angelegt ， die@ bedingt@ durch 

die@ Menge@ des@ erodierten@ Materials@ auf der Talsohle ， erne bemerkenswerte 
Zunahme@ von@ Obstgarten@ und@ eine@ schnelle@ Abnahme@ von@ Reisfeldern@ mit@ sich 

brachten@ (Tab ， 1)   

Die@ Erri   htung@ Cner@ Expe Ⅱ     mentierfarm@ der@ Prafektur@ OLnawa@ (ca ， 25@ha 

gro6) ， 1975 ， auf@ Cnem@ kunsti   h@ dafiir@ abgetragenen@ HugC   ， hatte@schwerwi   gende 

Bodenerosion@ im@ Tal@ zur@ Folge ・ Die@ Veranderung@ der@ Landnutzung@ zwischen 
1949@ und@ 1975@ wird@ in@ Abb ・ 3@ dargestellt   

Die@ Landrekultivierung@ hat@ die@ Wald ， und@ Reisfeld-Vegetation@zerstort ， ebenso 

wie@ sich@ dadurch@ der@ Natiirlichkeitsgrad@ der@ Vegetation@ geandert@ hat ・ In@ dieser 
Fallstudie@ erfolgte@ die@ Vegetationsbeobachtung ， um@ erne@ ausfuhrlichere@ Diskussion 

der@ Ursachen@ der@ Vegetati   nszerstorung@ zu@ ermo8i   hen ， 

Als@ Ergebnis@ der@ Untersuchung ， wurden@ acht@ Pflanzengesellschaften@ pflanzen- 
soziologisch@ unterschieden@ und@ zwei@ Pflanzengesellschaften@ in@ zwei@ weitere@ Unter- 

gesellschaften@ eingeteilt     
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I ， Waldgesellschaften@ (Tab ・ 2) 

l)  L ノ cP 沙 o 協ぴ笏 ce Ⅰ。 Mz ひひ担 ㌃ Pi ビれぴド Z ぴ e んぴ 9 れ s ね ， Ges. 

2)  R ん 0 り 6% タれ んぴ タど 0 笏 どれ tos は - Ⅰ プ 乃ぴ S Z ぴ e んぴ 6%sis,Ges   

a)@ Typische@ Unterges ， ** 

b)  Da タ ん % ゆりこび 7 打 と りれど 卸 ㏄ ん 7% ガ ， UD.te 「 ges., 

3)@ Psychotrio-Castanopsietum@ sieboldii@ Miyawaki@ et@ al ・ 1971** 
4)  ,M ク 95%  ぬれ げは， Ⅳ ピん 初口 抑は Ⅰは 75 Ⅰ 佛 05% 篆 功 -Ges   
a)  Typische  Unterges. ホネ 
b) Melsastona candidum ， Unterges* 

II ・ Krautgesllschaften@ (Tab ・ 3) 

l)  B 梯 c ん %e  が o ゐ oSa. 月磁お c ぴ佛 Ⅰ ゆ 8%S,Ges   

2)  E Ⅰ 援 & Ⅰ ぴ奴んタお ffo7 は Z ぴ - 月 巳ん zC 篠卸 Ⅰ くク 6%S,Ges   

3)  Dzg 拐ぬ わ れ ぬイ㏄ 6%d とん 臣 九 % ㏄ は れ ォんぴ 5  ㎡ れピれ SzS,GeS   
4)  0 ヱはわ s  co ア行 zc ぴサ㏄ f ぬ -Yoo ひれざ Z%  ノれ抄 0 弗 zc ぬ ， Ges   
ホホ natlirllche  Vegetatlon 

ホ halbnattirllche  Vegetatlon 

D@@   geographische@ Vertei Ⅰ   ng@ dieser@ Pflanzengesel Ⅰ   chaften@ wird@in@ der@Karte 
der@ realen@ Vegetation@ aufgezeigt@ (Abb ・ 4) ， Verglichen@ mit@ der@geomorphologischen 

Karte@ (Abb ， 5)@ und@ der@Landnutzungskarte@ von@ 1975@(Abb ・ 3)@ wird@ der@Charakter 
der@ Vegetationsverteilung@ diskutiert   

Nat は工 Ⅱ che  ode て halbnat 仏工Ⅱ che  VValdvegetation  be 且 ndet  Sich  auf  de れ nat 廿て - 

lichen@steilen@Hangseiten ， wahrend@ErsatzgeselTchaften@meistens@auf@den@kiinstlichen 
sanften@ Hiigein@ oder@ im@ Flachland ， dessen@Naturpotential@ sich@ durch@ das@erodierte 
Material  ge 且 ndert  hat,sich  ansjedeln.  In  A  nanaskuhuren  hat  sich  die  Vegetation 
nicht  nur  in  Di ぎな 己 7-; ㏄ ぬど 5 ビピれノ しれ S- 皿Ⅰ ビ Sc 己れ 亡ん ぴ s  Si 移ピ兜 SiJ-Gese Ⅱ schaften  vervVandelt, 

sondern  sie  wurde  auch  durch  Agrarchemika Ⅱ en  vernichtet.  Aufs0lch  unbedeckten 
Boden ・ ist@ eine@ beschleunigte@ Bodenerosion@ die@Folge ， 

In@ durch@ Abtragung@ sanfter@ Hugel@und@ durch@ veranderte@ Landnutzung@ beein- 
fluBten@ Ebenen ， vertClt@ s Ⅰ   h@ d Ⅰ   Krautvegetation@ in@ spezifische@ Zonen,@ d@@   durch 

Veranderung@ des@ Wasserhaushaltes@ verursacht@ sind@ (Abb ， 6) ・ Die@ normal@erweise 
auf  der  k は nst];ch  aufgesch 廿 tteten  Tiefebene  sich  ansjedelnde  E 茗笏 あ わタ % ん sZ な甘 0 Ⅰ めん S- 

Panicum@repens-Gese}}schait ， findet@ sich@5tzt@ auch@am@ FuBe@ der@ angeschnttenen 
Hangseiten   

Die@ Landentwicklung@ hat@ ebenfalls@ das@ Naturpotentia]@ der@ Vegetation@ ver ， 

andert ・ Die@ heutige@ potentielle@naturliche@ Vegetation@ in@rekultivierten@Gebieten@ist 
sehr@ verschieden@ von@ der@ von@ 1960.@ Z ， B ・ potentielle@ Gebiete@ vom@ Psychotrio- 

etum@ si   bo Ⅰ   ii@ wurden@ Cngeengt@ und@ @@   potenti   l Ⅰ   Gebiete@ von@ Pinus@luchuensis ・ 

Castanopsi-Gesel Ⅰ   chaften@auf@den@rekuti   ierten@Hangen@flacher@Hiigel@umgewandCt ， 
d ， h ・ das@ Naturpotential@ der@ Vegetation@ wurde@ durch@menschliche@ Eingriffe@ in@ die 

feuchte ， subtropische@ Umwelt@ herabgesetzt ・ 

Man@ kann@ sagen ， daB@ es@ sehr@ wichtig@ ist ， das@ AusmaB@ der@ Vegetationszer- 

stoning@ zu@ erkennen ， denkt@ man@ an@ Landschaftsbewertung@ und@ Landschafts ， 
planung@ in@erodierten@ Wassereinzugsgebieten@ oder@ an@rekultivierte@ Landschaften   
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Die@ Autoren@ mochten@ diesen@ Artikel@ mit@ tiefem@ Respekt@ Herrn@ Prof ・ Dr   

Dres ， h ・ c ・ REINHOLD@ TUXEN ， dem@ Vater@ der@ reinen@ und@ angewandten 

Pflanzensoziologie@ auch@ in@ unserem@ Land ， anIaBHch@ seines@achtzigsten@Geburtstages 

widmen   
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